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，、是
れ
等
兩
藉
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萊
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に
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更
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.
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起
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b
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n
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h
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u
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q
u
a
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上
梓
し
、
而
し
て
同
年
又
、
之
れ
に
對
す
る
短
文
の
追
加
篇
を
公
に
し
た
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i
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い
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又
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六
十
九
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o
m
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n
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s
u
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c
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e
x
a
m

s-e
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書
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參
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p
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.せ
ら
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1
十

1:
年
の
論
篇
.に
依
れ
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で
ぁ
0
与

％

ル

蛘 

少
ロ
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ル
へ
；
>
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7の
著

の

序

文

に

據

っ
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存
在
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;
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に
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.ぎ
な
か
つ
た
爲
前
揭
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o
f

 National 
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i
o
g
r
a
p
h
r
y
，

は
ぃ 

此
の
第】

一

論
文
.に
就
い
て
記
す
所
が
な
い)

0

吾
人
は
未
だ
彼
れ
の一

千
六
百1

一
十
一
年
版
第一

論
文
及
び一

千
六
百
四
十
年
版
第
一
一 

論

文

の

原

本

を

入

手

し

锝

な

い

の

へ

で

取

る

が

バ

‘
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千

六

瓦
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十

1

年11|

月
八
日
_
を
以
'っ
て
出
版
認
可
を
得
た
夺

>Tract 

u
p
o
n

 

U
s
u
r
y
.

.十
九
頁
と
一
节
六
首
四
十
年 

三
月
八
日
附
を
以
つ
て
出
版
認
可
を
.受
け

たA
H
r
a
c
t

故ain

今

h
i
g
h

 

R
a
t
e

 of 

u
s
u
r
i
e
.

十
三
頁
と
の
へc

卷
ょ
り
炎
る
も
の- 

で
私
る
o
、.前
#
は
凡
そ
：チ
.

B

十
ル
於
..の
著
に
附
加
.せ

ら

扣

た

：る

ー

千

六

軍

^

與

の

概

要

，を

前

揭

想

紫

四

<
ー

下

叫

九.
1
«に

揭

げ

た

所̂
 

彼

れ
^-
後

者

中
'.に
於

い.て

述

ぶ.る

が

如

く

、
.
金

利

を

 

一
i]
.
 

か

：ら
八
入
刀
に
引
下

b

た
こ
と
が
®
々
.な
.る
點
..に
.於
.い
て
國
隊
に
及
ぼ
し
た
憚
欠
な
る
利
益
^
鼓
瓣
サ
ら

に
附
し
た
の
で
あ
る
。(A; Tract against the M

g
h

 Rate, of vs.vrie, p. 

l
.

)

o 

'
而
し
て
彼
れ
は
金
利
が
.英
國
と
主
と
じ
て
€
!
商 

を
行
ひ
0
-、
ぁ
る
他
の
國
.̂

に
聆
^
て
行
は
る
、
と
導
し
き
率
に
低
減
せ
ら
る
：V
:に
®;
る
®
呔 

>
:
'
其
の
讓
朱
だ
令
ば
：に
，氣
ぎ
ざ
る
も
の
'
' 

と
考
ふ
在
；が
故
に
、,彼
れ
：は
後
0
論
篇
に
於
い
て
、
前
論
文
中
に
於
い
て
期
待
せ
ら
作
た
も
の
亦
爾
後
首
培
ょ
く
完
金
に
達
成
.せ
ら
れ
. 

た
る(

こ
.と
^
指
摘
D
'
.而じ
て
：
' 避
れ
ょ
グ
じ
で
丫
金
利
を
八
分
ょ
り
も
更
ら
に
卧
率
に
訂
^
ぞ
る
の
一
凛
が
如
.何
把
有
益
.に
し
て
且
'
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つ
必
要
な
る
^

^
な
る
可
き
か
を
耷
證
す
：る
の
論
を
^|
か
ん
と
努
め
た
の
で
あ
ふ
0

0
江
£:
0

コ
ー
ル
ぺ
ッ
パ
ァ
が

^

一
 

論
文
中
に
於
い
て
、
金
利
の
低
減
に
由
つ
て
生
ず
，可
き
こ
と
を
期
待
せ
る
便
益
は
主
と
し
てI

I

つ
で
あ
つ 

た
。
第

1

は
貿
易
の
：促
進
で
あ
り
、
第
ニ
は
土
命
の
寶
買
價
格
の
引
上
げ
で
あ
る
。
而
し
て
貿
易
が
從
前
に
於
け
る
飢
.何
な
る
時
期
に 

於
け
る
よ
り
も(
最
近
國
灼
に
於
.け
る
紛
擾
及
び
戒
心
よ
り
坐
じ
た
障
害
を
除
い
て
は)

、
金
利
引
下
げ
以
後
に
於
い
：て
敏
活
で
あ
つ
た 

こ
と
は
、
何
人
も
之
れ
を
疑
ふ
者
な
か
る
可
き
が
故
に
、
之
れ
を
立
證
す
る
の
要
な
き
も
の
で
あ
る
0
又
、
金
利
引
下
げ
に
關
す
る
條 

例
が
發
布
せ
ら
れ
て
後
、
土
地
が
從
前
よ
り
も
購
入
に
際
し
て
高
價
で
.あ
る
こ
と
も
、
彼
れ
が
等
し
く
之
を
立
證
す
る
の
要
殆
ん
ど
な 

き
も
の
と
想
像
せ
る
所
で
あ
る
。
'蓋
し
、
金
子
引
下
げ
以
前
に
於
い
て
は
、
十
六
年
賈
t
あ
つ
た
土
地
は
麴
近
ニ
十
年
間
：

Q

上
り
高
に 

相
當
す
る
價
楮
を
以
つ
て
容
易
に
寶
却
せ
ら
る
、
に
至
つ
た
が
爲
め
で
あ
る
。
加
之
、
是
れ
よ
り
生
じ
た
る
好
結
果
と
し
で
過
去
百
年 

間
に
於
け
る
よ
り
も
排
水
、
施
肥
其
の
他
.；の
方
法
.に
依
る
土
地
の
改
良
が
多
:;
<
行
は
れ
た
こ
と
.も
亦
、
等
し
く
彼
，れ
が
證
明
す
る
の
要 

な
し
と
做
す
所
で
あ
る
0
撕
く
の
如
き
欣
.ぶ
可
き
;^
功
は
彼
れ
を
し
て
啻
^
に
金
利
を
|
割
上
り
八
分
に
低
下
せ
し
め
た
る
を
以
つ
て 

安
ん
ぜ
ず
ゝ
更
ら
に
之
れ
を
八
分
よ
り
五
分
乃
至
六
分
に
低
下
せ
ん
こ
と
を
秘
唱
す
る
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
^

^

:

!

^

.

1
-
3
.)。

著
#
は
常
に
利
子
低
減
法
案
の
'通
過
を
妨
害
せ
る
反
對
論
を
以
つ
て
：主
と
し
て
.ニ
0
と
觀
る
0
其
の
第
一
は
斯
く
の
如
き
證
大
な
る 

結
梁
を
有
す
る
事
頊
に
於
げ
る
變
化
は
國
内
に
危
險
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
可
し
と
做
す
も
の
で
あ
り
、
其
の
第
二
は
金
利
の
低
下
は
貨 

幣
を
俄
か
：に
囘
收
せ
し
め
、
借
入
れ
を
11
ら
に
困
難
な
ら
.し
む
可
し
と
做
す
も
の
で
あ
る
0
.彼
れ
は
第
ー
の
反
對
論
に
，答
へ
て
、
萬
人 

悉
く
是
れ
に
由
つ
て
生
じ
た
る
幾
多
の
良
好
な
る
結
果
を
認
む
る
も
、
.而
も
何
等
其
の
：結
艰
た
る
惡
影
響
を
難
ず
る
聲
を
聞
か
ず
と
斷 

じ
、
而
し
飞
笫
1
1め

反

對

論

：
に

對

し

て
6
、
.貨
幣
は
毫
も
自
己
の
：卵
を
孵
化
す
る
も
の
に
.非
'ず
し
：て
、
1利
ほ
と
>
.
:
1
て
與
.へ
：ら

る

、
所

の
. 

も
の
は
總
べ
て
土
地
若
し
く
は
人
間
の
勤
勉
の
搌
實
よ
り
取
得
せ
ら
る
\
所
；で
ぁ
っ
.て
：、
菇
れ
に
：凼
っ
て
土
地
は
劣
惡
な
ら
し
め
ら
れ
、

商
人
、
農
民
及
び
職
人
は
其
の
.中
途
に
挫
か
れ
、，
國
家
の
進
歩
は
甚
し
く
姐
害
せ
ら
れ
、
而
し
て
怠
惰
無
益
の
高
利
貸
の
>
隹
り
發
逮 

せ
1
め
ら
る
可
|

の
と
做
し
て
ゐ
る
。(ibid., 
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貸
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對
立
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極
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て
好
く
反
映
し
つ
\
ぁ
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も
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^
ぁ
る
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